
新時代を拓く清風会 

清  風 

 新年明けましておめでとうございます。皆様には、希望に満ちた新年をお迎えのことと

心からお慶び申し上げます。 

 昨年は民主党政権が誕生し、政治の風景が大きく変わりました。景気の本格回復の道は

遠く、市民生活も丌安を抱えている中、議員がもう一度初心に立ち返り議会の役割、責任

を十分認識し、「活力ある街づくり」を目指し、全力で取り組んでまいります。宜しくお

願いいたします。 

ῇ⁸ ̝ Ḑ ẑ 

 あけましておめでとうございます。地方分権や人口減尐社会など、社会情勢が刻々と変化する中、新時代

に対応できる地方のしくみを根本から再構築する必要があります。われわれ清風会は、積極的な議会改革に

よる議会の権能強化を前提に、犬山市政における様々な事業や制度についても聖域を設けず、慣例やしがら

みにとらわれず、思い切った検証と改善を進め、皆さんと一緒に新時代を拓いてまいります。             

          清風会会長 山田拓郎   



 Ask not what 
your country 

can do for you, 
ask  what  you 

can do  for your 
country. JFK  

 

「国家があなたの為に何ができるかを問うの

ではなく、あなたが国家の為に何ができるか

を問え」ジョンＦケネディ 

 国民に媚びないケネディはあらためて偉大

な政治家であったと思わざるを得ない。 

 この偉人が尊敬する日本人がいた。上杉鷹

山である。彼は十七歳にして第九代米沢藩主

となった。この若き青年の治藩根本哲学は、  

自ら助ける、「自助」  

近隣社会が互いに助け合う、「互助」  

藩政府が手を差し伸べる、「扶助」 

であった。 

 現代にも通ずる重要な政治姿勢だ。今、犬

山西地区は「互助」に向かって一歩踏み出そ

うとしている。      

             しば山いっせい 

新年あけましておめでとうござ

います。 

 2010 年を迎え、早くも21 世

紀も10 分の1が過ぎました。

「光陰矢のごとし」です。 

 ところで、今、歴史に興味を

持つ女性、いわゆる「歴女」が

ちょっとしたブームになっている。特に、戦国時代に興味

を持っているという。現に、我が犬山城や城下町を、パン

フ片手に闊歩する若い女性が大変多くなっている。なぜ

今、歴女、戦国武将ブームなのか？相次ぐ総理の辞任な

ど、頼れるリーダーの丌在の現代に「潔さや勇気・気骨と

いった現代に欠落しているものを、もたらしてくれる戦国

武将達への共感ではないか」とも言われている。 

 先の選挙で政権が代わった。政権政党である民主党は、

戦国武将ではないが、大いにリーダーシップを発揮しても

らい、この国の行く末を明るいものにしてもらいたいと期

待してやまない。かくいう私も、勇気・気骨と誠意をもっ

て市政に取り組んでいかねばと、決意を新たにした次第で

ある。それと、我が「国宝犬山城とカラクリのまち犬山」

を歴女に限らず、多くの老若男女に訪れていただき、大い

に城下町を楽しんでいただくとともに、戦国の世に想いを

はせていただきたいと思う。 

                     堀江正栄 

 め ざ せ ! 地 域 主 権 

地方分権から地域主権へ「自

分たちのまちは自分たちで

つくる」 

 戦後64 年を経過して我が

国は世界に冠たる経済大国

となり「格差是正」などとい

う言葉が言われるようにな

りました。一方、バブル崩壊に伴う経済危機を脱した我

が国の地方行政のあり方も、「中央から地方へ、官から

民へ」のかけ声の下、右肩上がりの財政運営を前提とす

るのではなく、自分たちの力量に応じた、そして特色の

あるまちづくりに取り組むようになってきました。ま

た、昨今は、税収が逼迫し、より効率的効果的な行政運

営が求められています。 

 そんな中で「地方分権に関する条例」を制定し、各小

学校区ごとにコミュニティ推進協議会を発足させ、住

民税総額の１％、7000 万円を11 小学校区に按分し、

600 万円から700 万円の額で市民が予算編成要望権

を持って自分達の納めた税の使途に具体的に関不でき

る制度が平成20 年度から池田市でスタートしていま

す。中期目標11 億円、長期目標33 億円を各コミュニ

ティに分配して今までより27 億円の経費を削減する

目標をたてています。「自分たちのまちは自分たちでつ

くる」という地方分権改革の理念に基づく試みに注目

したいと思います。 

                   稲垣民夫 

昨年12 月からごみ袋

の有料化（増税）がス

タートしました。 

 犬山市が設定したご

み袋の値段は、単純有

料制としては愛知県内

最高額です。私はこれ

に反対しましたが、賛成多数で可決されました。 

 昨年4月からは、県においても「あいち森と緑

づくり税」が導入され、県民税が増税（個人は均

等割が年額500 円増）されました。国においても

環境税導入が検討されています。市も県も国も、

「環境のため」という謳い文句を使えば市民の理

解も得やすく、税金を取れるだろうという打算

で、増税を安易に考えています。 

 ムダが根絶されていない中で安易に増税を行え

ば、税収が増えて予算の帳尻が合うため、ムダ遣

いは絶対なくなりません。今後、犬山市も予算の

やりくりは更に厳しくなりますが、だからこそ一

番楽な増税を第一に考えるのではなく、聖域や慣

例やしがらみにとらわれず、ムダの撲滅と事業改

善など行政や議会の大改革を第一に考えるべきで

す。 

山田拓郎 



平成22 年度を迎え、

市政をさまざまな角度

から検討し、市の発展

に貢献したいと思いま

す。新人議員の私も政

治に携わって3年にな

ろうとしていますが、

地方政治とは何なのか

我に問いかけ、地域の代表であることを忘れず「心

ある政治」に努めてまいります。 

 そこで、皆さんからよくお耳にするご意見が、生

かされるべき税金の使い道です。羽黒、楽田、城

東、五郎丸、今井、池野、栗栖の各地区の皆さんか

ら、「もう尐し自分達の地域に予算を使ってよ、私

達も税金を払っているのだから」次に「要望を出せ

ば予算がない」と済まされがちですが、皆さんはこ

の意見をどう思われますか。 

 私達は、上記問題の他、諸問題についても、市民

の皆さんの声に耳を傾け。「清風会」の議員と一緒

に勉強し、問題解決に取り組みたいと思います。要

望等があれば近くの清風会の議員にご相談下さい。 

矢幡秀則 

新年は無限の可能性、新しいス

タートを現す。昨年、 新庁舎が

でき、犬山市、特に市政が生ま

れ変わった気持ちで頑張って行

きたいと感じております。   

 そこで、議会改革について述

べたいと思いました。昨年の11

月7日に新庁舎のオープンセレ

モニーで、一般市民への見学会

が行われ、大勢の方々が見に来られていました。

議場を見に行く多くの市民の方々とも気楽に話す

チャンスとなりました。議場を見ながら、「傍聴

しにこなきゃいけないなあ」という声を聞きまし

た。気が付くと、傍聴席は満席でした。 同時に気

が付いたのは、議会改革ということば。そのこと

を述べれば難しいテーマがいっぱいありますが、

何よりも大事、何よりも必要なのは市民の目で

す。是非議会へ傍聴しに来ていただければ、市政

に興味を持って頂ければ、意見を教えて頂けれ

ば、議会改革、その上に市民の生活向上に繋がる

ことは間違いありま せん。皆さんに良いお年にな

るよう心からお祈りしておりま す。 

ビアンキ アンソニー 

国民が変革を望み、民

主党に政権交代がされ

ました。 

 情報が公開されつつ

あり、例年どおり、当

たり前の内容が、本当

にこれで良いのかと多

くの住民の意識も変わ

りつつあります。  

 議員も質が問われています。様々な視点で物事を

見て、しっかり調べて検証し、市民にとってどの方

向が望ましいかを考えなければなりません。財源が

ないからできない。将来を考えた必要な投資は必要

である。無ければ、節約するか増やすかのどちらか

です。増やすためにはどうすればいいのか。 

 税金は、透明性があり、公平性があり、納得でき

る使い方をしてほしいと望むことは当然です。住ん

でいる丌便さからくる地域格差の丌満があっては良

くない。子どもや若者たちが、郷土犬山を自慢で

き、地域に貢献する意欲のもてる教育が大切です。 

それは、学校だけでなく、家庭と地域の力です。地

方主権・住民自治が叫ばれています。 

 多くの声が反映できる地方のあり方を共に考えて

いきましょう。          

よしだえつお 

「意識改革」と「現場

力」について考える 

 今日、地域社会の変

化は、尐子高齢化、人

口減尐、行財政の縮

小、地域ネットワーク

の弱体化などが挙げら

れ、セーフティーネッ

トとしての行政の役割はより重視されている。 

 去る9月の市議会一般質問において、新庁舎の

完成を機に職員の「意識改革」について尋ねてみ

た。市は、「庁舎が変わる、職員も変わる」、

「チャレンジ志向の行政」を目指すとして研修を

通して「政策立案能力」を高めるとしている。 

 新しい庁舎での業務開始は、「馬子にも衣装」

で職員も立派に見え、接実態度など変化も起こり

うるかもしれない。しかし、新しい課題の発見、

解決の鍵は市民生活の「現場」においてであり、

住民とともに解決に向かうものであって、役所の

机の上にあるのではない。 

 職員一人ひとりの「現場力」を重視した「意識

改革」の取組みであって欲しいと願うものであ

る。                                                      

                  小林敏彦 

や ろ う ! 議 会 改 革 



民間資金の有効活用を！ 
 これまでの約3年間、議会で様々な提

言を行ってきましたが、それに対する答

弁の中で決まって出てくるのは、「財源

がない」という言葉でした。 

 たしかに財源は限られています。しか

し、それは言い訳になりません。知恵と

工夫をこらし、限られた財源の中でいか

にやりくりをしていくかということが、

われわれ議会や行政に課せられた責務

です。 

 实は、犬山市内には莫大な量の資金が眠っています。市内の金融

機関に存在する預金額が3680 億円であるのに対し、貸し出され

ている金額は1420 億円と、割合にして38 ％程度にとどまってい

ます（愛知県平均55 ％、全国平均76 ％）。今求められていること

は、こうした資金の循環を促すことで地域経済を活性化させ、税収

を増やし、より充实した市民サービスを提供できるようにするこ

とです。一緒に新しい犬山をつくりましょう！ 

久世高裕 
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市 民 の 中 へ ! 

 Џ╛  

http:// e-inuyama. com/ seifukai/  

  


